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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績を背景に緩やかな回復基調が続く一方で消

費税率引上げ後の個人消費の一部に弱い動きが見られ、また、急激な円安の影響等から景気の先行きは不透明な状

況が継続しております。

当社グループの主な事業分野であります住宅関連業界につきましては、住宅取得に対する税制優遇政策の効果

や相続税対策のための賃貸住宅の需要など底堅さはあるものの消費増税前の駆け込み需要の反動の影響が残り、第

１四半期に続き第２四半期も新設住宅着工戸数の前年同月比割れは継続しております。

このような環境のもとで当社グループは、各事業の営業強化と特色ある商品、製品の拡販に努めました。この

結果、売上高は57億４千６百万円（前年同期比1.6％減）、営業利益は２億８千１百万円（前年同期比19.0％

減）、経常利益は２億９千２百万円（前年同期比18.0％減）、四半期純利益は１億６千８百万円（前年同期比

49.0％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

ジオテック（地盤改良）事業 

消費増税の影響からハウスメーカーの住宅着工数の減少が続く中、当社独自の木質杭を施工材料とする「環境

パイル工法」は大手住宅メーカーを中心に販売を伸ばし、また、当社開発の地盤改良関連技術や関連する部材等の

同業他社への販売も増加いたしましたが、地盤調査や一般工法による地盤改良需要が落ち込み、売上高は22億６千

万円（前年同期比5.3％減）、営業利益は３千１百万円（前年同期比31.5％減）となりました。

木材加工事業 

新設住宅着工戸数の減少が継続する環境下、保存木材の生産、販売数量は前年同期比ほぼ同水準で推移してお

りますが、原材料価格高騰の売価への価格転嫁は遅れております。また、保存処理薬剤の販売は納入先の生産調整

から前年同期比減少いたしました。売上高は20億３千５百万円（前年同期比2.2％減）、営業利益は５千４百万円

（前年同期比17.9％減）となりました。

なお、関東工場（東京都江東区）は、多年に亘り生産品目の見直しやコスト削減に努めておりましたが赤字状

態から脱却できず、2015年３月（予定）をもって閉鎖することを本年９月16日に決定し、公表いたしました。今後

は製造コスト面で優位にある東北工場を強化し事業の競争力を高めてまいります。

セキュリティ機器事業 

消費増税直後の需要減の影響は薄れてきており、監視カメラの需要は堅調でした。また、増強した人員を各拠

点で順次戦力化し、営業および商品サポートの強化に努めました結果、売上高は８億３千４百万円（前年同期比

13.2％増）となりました。一方で円安による輸入商品原価の上昇や増員に伴う経費増から営業利益は１億８千８百

万円（前年同期比13.9％減）に止まりました。

石油製品事業 

円安基調とともに産油国の政情不安による原油価格の高騰に加え消費増税後の節約志向等、厳しい環境下、ガ

ソリンスタンド店頭でのフルサービスの接客強化に努め、燃料油の販売数量は前年同期比微減にとどめ、売上高は

４億７千２百万円（前年同期比2.2％増）、営業利益は９百万円（前年同期比19.6％減）となりました。

その他事業 

マッチの出荷数量は前年同期並みに回復しましたが、消耗雑貨商品の販売は減少いたしました。また、遊休地

の有効利用を目的とする太陽光発電は、売電のための準備を進めております。その他事業の売上高は１億４千２百

万円（前年同期比15.5％減）、営業損失は６百万円（前年同期は営業損失０百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は77億２千１百万円であり、前連結会計年度末と比較して１億１千７百

万円減少いたしました。

流動資産は、現金及び預金、商品及び製品等は増加しましたが、受取手形及び売掛金、繰延税金資産の減少等

により１億２千７百万円減少いたしました。固定資産は、投資有価証券の増加等により９百万円増加いたしまし

た。

流動負債は、支払手形及び買掛金、短期借入金の減少等により３億６千３百万円減少いたしました。固定負債

は商品保証引当金の増加等により４千９百万円増加いたしました。

純資産は四半期純利益１億６千８百万円の計上等により前連結会計年度末から１億９千６百万円増加し、51億

４千３百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、引き続き景気の緩やかな回復が期待されるものの、消費増税や今夏の異常気象

等の影響から足元の状況は弱含んでおり、当社グループの主な事業分野である住宅関連業界では、金利先高感の後

退や消費増税前の駆け込み需要の反動減の影響が残り新設住宅着工戸数の減少傾向は継続するものと思われます。
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当社グループでは不透明な事業環境の中、主要事業は概ね想定内で推移しており、平成27年３月期通期連結業

績予想につきましては、平成26年４月30日発表の予想数値から変更はありません。

通期の連結業績予想につきましては、売上高120億円、営業利益６億円、経常利益６億円、当期純利益４億円を

見込んでおります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 859 1,031 

受取手形及び売掛金 2,272 2,023 

商品及び製品 704 793 

仕掛品 0 0 

原材料 415 383 

繰延税金資産 175 81 

その他 99 85 

貸倒引当金 △3 △2 

流動資産合計 4,524 4,397 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 261 250 

機械装置及び運搬具（純額） 281 267 

土地 2,200 2,200 

リース資産（純額） 23 18 

建設仮勘定 24 15 

その他（純額） 24 26 

有形固定資産合計 2,815 2,778 

無形固定資産 19 18 

投資その他の資産    

投資有価証券 358 407 

その他 138 135 

貸倒引当金 △16 △16 

投資その他の資産合計 480 526 

固定資産合計 3,314 3,324 

資産合計 7,839 7,721 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,881 1,662 

短期借入金 145 － 

リース債務 11 11 

未払法人税等 59 38 

賞与引当金 123 120 

その他 206 230 

流動負債合計 2,427 2,064 

固定負債    

リース債務 17 11 

繰延税金負債 44 60 

退職給付に係る負債 137 130 

商品保証引当金 138 190 

資産除去債務 17 18 

その他 109 103 

固定負債合計 465 514 

負債合計 2,893 2,578 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,325 3,325 

資本剰余金 1,146 1,146 

利益剰余金 372 540 

自己株式 △4 △5 

株主資本合計 4,839 5,007 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 107 135 

繰延ヘッジ損益 0 － 

その他の包括利益累計額合計 107 135 

純資産合計 4,946 5,143 

負債純資産合計 7,839 7,721 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 5,837 5,746 

売上原価 4,656 4,557 

売上総利益 1,181 1,188 

販売費及び一般管理費 833 906 

営業利益 347 281 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 0 3 

持分法による投資利益 1 1 

受取補償金 8 － 

受取賃貸料 1 3 

その他 2 4 

営業外収益合計 15 14 

営業外費用    

支払利息 4 1 

賃貸借契約解約違約金 1 － 

支払補償費 － 1 

その他 0 0 

営業外費用合計 6 3 

経常利益 356 292 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 15 － 

補助金収入 － 1 

特別利益合計 15 1 

特別損失    

固定資産除却損 0 0 

固定資産圧縮損 － 1 

特別損失合計 0 2 

税金等調整前四半期純利益 372 291 

法人税、住民税及び事業税 41 28 

法人税等調整額 △0 94 

法人税等合計 41 122 

少数株主損益調整前四半期純利益 331 168 

四半期純利益 331 168 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 331 168 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △21 28 

繰延ヘッジ損益 0 △0 

その他の包括利益合計 △20 28 

四半期包括利益 310 196 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 310 196 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 372 291 

減価償却費 55 58 

有形固定資産売却損益（△は益） △0 － 

有形固定資産除却損 0 0 

投資有価証券売却益 △15 － 

補助金収入 － △1 

固定資産圧縮損 － 1 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0 

賞与引当金の増減額（△は減少） 8 △3 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △6 

商品保証引当金の増減額（△は減少） 35 51 

受取利息及び受取配当金 △0 △3 

支払利息 4 1 

持分法による投資損益（△は益） △1 △1 

売上債権の増減額（△は増加） △56 249 

たな卸資産の増減額（△は増加） △285 △57 

仕入債務の増減額（△は減少） 182 △218 

その他 △72 49 

小計 227 409 

利息及び配当金の受取額 0 3 

利息の支払額 △5 △1 

法人税等の支払額 △71 △46 

法人税等の還付額 1 1 

営業活動によるキャッシュ・フロー 152 366 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △55 △23 

有形固定資産の売却による収入 0 0 

無形固定資産の取得による支出 － △7 

投資有価証券の取得による支出 △0 △3 

関係会社株式の売却による収入 34 － 

預り保証金の返還による支出 △0 △0 

預り保証金の受入による収入 1 0 

敷金及び保証金の回収による収入 1 0 

その他の支出 △5 △1 

その他の収入 4 8 

投資活動によるキャッシュ・フロー △18 △25 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △305 △129 

長期借入金の返済による支出 △46 △16 

リース債務の返済による支出 △8 △6 

割賦債務の返済による支出 △11 △17 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △371 △168 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △237 172 

現金及び現金同等物の期首残高 1,269 859 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,032 1,031 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
2,387 2,080 737 462 5,668 169 5,837 － 5,837 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ 221 － 23 245 － 245 △245 － 

計 2,387 2,302 737 486 5,913 169 6,083 △245 5,837 

セグメント利益 

又は損失（△） 
46 66 218 11 342 △0 342 5 347 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種マッチ製造販売

事業等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去５百万円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
2,260 2,035 834 472 5,603 142 5,746 － 5,746 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ 277 － 22 299 － 299 △299 － 

計 2,260 2,312 834 495 5,902 142 6,045 △299 5,746 

セグメント利益 

又は損失（△） 
31 54 188 9 283 △6 277 4 281 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種マッチ製造販売

事業等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去４百万円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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